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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年1月22日(2015.1.22)

【公開番号】特開2013-224001(P2013-224001A)
【公開日】平成25年10月31日(2013.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2013-060
【出願番号】特願2012-98187(P2012-98187)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月3日(2014.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異常記録素子情報を取得する異常記録素子情報取得工程と、
　前記取得された異常記録素子情報に基づき、異常記録素子にマスク処理を施すマスク処
理工程と、
　前記取得された異常記録素子情報に基づき、前記異常記録素子により形成されるべき画
素が除外されるように、入力画像データを変換する入力画像データ変換工程と、
　前記変換された入力画像データに対して、前記変換された入力画像データが有する階調
数よりも小さい階調数を有する画像データに変換する量子化処理を施す量子化処理工程と
、
　量子化処理後の画像データを構成する各画素が、前記異常記録素子を除く正常記録素子
に割り当てられる記録素子割当工程と、
　を含む画像処理方法。
【請求項２】
　前記入力画像データ変換工程は、前記異常記録素子によって形成される画素を量子化処
理の対象から除外し、前記異常記録素子以外の正常記録素子によって形成される画素をシ
フトさせて、前記除外された画素を補い量子化処理対象の入力画像データを生成する請求
項１に記載の画像処理方法。
【請求項３】
　前記入力画像データ変換工程は、２次元配列された画素を記録素子の配列方向と直交す
る列方向の一群ごとにシフトさせる請求項２に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記記録素子割当工程は、前記入力画像データ変換工程による変換前の入力画像におけ
る記録素子と画素との関係が維持されるように、量子化処理後の画像データの各画素を記
録素子に割り当てる請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記記録素子割当工程は、２次元配列された画素を記録素子の配列方向と直交する列方
向の一群ごとにシフトさせる請求項４に記載の画像処理方法。
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【請求項６】
　前記異常記録素子によって形成される画素値の欠落を補うように、前記異常記録素子の
周辺記録素子により形成される画素の画素値を変更する画素値変更工程を含む請求項１か
ら５のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項７】
　記録素子ごとの出力特性に基づき、記録素子ごとに画素値を補正する画素値補正工程を
含む請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記量子化処理工程は、１画素についてドットサイズ又はドット数により量子化処理後
の画像が多階調で表現されるように量子化処理を行い、前記異常記録素子の近傍の記録素
子によって形成される画素について、本来形成されるサイズ又はドット数を超えるように
ドットが選択される請求項６又は７に記載の画像処理方法。
【請求項９】
　前記量子化処理工程は、異常記録素子の近傍の記録素子によって形成される画素のドッ
トサイズ又はドット数を変更する際に、当該画素の画素値に応じてドットサイズ又はドッ
ト数を選択する請求項８に記載の画像処理方法。
【請求項１０】
　前記量子化処理工程は、記録素子の配列方向と直交する方向に沿って量子化処理を行う
請求項１から９のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　異常記録素子情報を取得する異常記録素子情報取得手段と、
　前記取得された異常記録素子情報に基づき、異常記録素子にマスク処理を施すマスク処
理手段と、
　前記取得された異常記録素子情報に基づき、前記異常記録素子により形成されるべき画
素が除外されるように、入力画像データを変換する入力画像データ変換手段と、
　前記変換された入力画像データに対して、前記変換された入力画像データが有する階調
数よりも小さい階調数を有する画像データに変換する量子化処理を施す量子化処理手段と
、
　量子化処理後の画像データを構成する各画素が、前記異常記録素子を除く正常記録素子
に割り当てる記録素子割当手段と、
　を備えた画像処理装置。
【請求項１２】
　請求項２から１０の少なくともいずれかに記載の画像処理方法を実行する請求項１１に
記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　入力画像データに対して所定の画像処理を施す画像処理手段と、
　前記画像処理手段により処理された画像データに基づいて、記録媒体上に画像を形成す
る画像形成手段と、
　を備え、
　前記画像処理手段は、請求項１１又は１２に記載の画像処理装置を含む画像形成装置。
【請求項１４】
　入力画像データに対して所定の画像処理を施す画像処理手段と、
　前記画像処理手段により処理された画像データに基づいて、記録媒体上にインクを打滴
して画像を形成するインクジェットヘッドと、
　を備え、
　前記画像処理手段は、請求項１１又は１２に記載の画像処理装置を含むインクジェット
記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　一方、dither[x][y]≧th_dth[0][level]であれば（Failure）、ステップＳ１０４に進
み、ディザ値（dither[x][y]）と第２の閾値（th_dth[1][level]）との比較がされる。di
ther[x][y]＜th_dth[1][level]であれば（True）、dot[1][level]で指定されるドットサ
イズが選択され（ステップＳ１０５）、dither[x][y]≧th_dth[1][level]であれば（Fail
ure）、ステップＳ１０６に進む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　図１から図１３を用いて説明した画像処理装置１００は、図１７の画像処理部３６６に
適用することができる。なお、図１７に示すインクジェット記録装置３００の制御系は、
図１３に示す各構成と適宜共通化することが可能である。
ure）、ステップＳ１０６に進む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　（第４態様）：第１から第３態様のいずれかにおいて、記録素子割当工程は、入力画像
データ変換工程による変換前の入力画像における記録素子と画素との関係が維持されるよ
うに、量子化処理後の画像データの各画素を記録素子に割り当てる画像処理方法。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　（第１３態様）：入力画像データに対して所定の画像処理を施す画像処理手段と、画像
処理手段により処理された画像データに基づいて、記録媒体上に画像を形成する画像形成
手段と、を備え、画像処理手段は、第１１又は第１２態様に記載の画像処理装置を含む画
像形成装置。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　（第１４態様）：入力画像データに対して所定の画像処理を施す画像処理手段と、画像
処理手段により処理された画像データに基づいて、記録媒体上にインクを打滴して画像を
形成するインクジェットヘッドと、を備え、画像処理手段は、第１１又は第１２態様に記
載の画像処理装置を含むインクジェット記録装置。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６８】
　１０…異常ノズル情報、１２…ノズル出力特性情報、１４…入力画像データ、１６…変
換後の入力画像データ、１８…出力画像、２０，３０６，３０６Ｋ，３０６Ｃ，３０６Ｍ
，３０６Ｙ…インクジェットヘッド、２２,３５０…ノズル、２４…異常ノズル、２５Ａ
，２５Ｂ…周辺ノズル、２６…画素、２８…異常ノズルによって形成されるべき画素群、
２９Ａ，２８Ｂ…周辺画素、１００…画素処理装置、１０２…システム制御部、１０４…
入力画像データ取得部、１０８…異常ノズル情報記憶部、１１４…濃度補正ＬＵＴ、１１
６…画素値補正部、１１８…画素値変更部、１２０…入力画像データ変換部、１２２…量
子化処理部、１２４…閾値記憶部、１２６…ノズル割当処理部、３６６…画像処理部
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